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はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ともかく、形式はそれほど変わっていない。

　大学設置基準（文科省令、平成21年11月ll日最終改　　　　卒業必修単位数については、学部毎に異なるが、「教

正）19条2項は、「教育課程の編成に当たっては、大　　　養教育科目」については概ね8～16単位、「言語系科目」

学は、学部等の専攻に係る専門の学芸を教授するとと　　については概ね9～16単位、「情報教育科目」につい

もに、幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊　　ては2～4単位（例外的に法学部のみ選択必修）、「健

かな人間性を酒養するよう適切に配慮しなければなら　　康・スポーッ教育科目」については2単位が必修となっ

ない。」と規定している（下線筆者）。　　　　　　　　　ている。

　ここでは、学生の所属学部学科に関わらず必要な、　　　現行でも大綱化以前の大学設置基準でも、学部の卒

「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培」うことを　　業必要単位は基本的に124単位（32条、4年制以外は

主たる目的とする科目等の教育活動を「共通教育」と　　異なる）となっているが、大綱化以前は、「一般教育

呼び（大阪大学における呼称、新潟大学で言うOl、02、　科目36単位」、「外国語科目8単位」、「保健体育科目4

03科目、資料1参照）、そこにおける情報リテラシー　　単位」、計48単位以上が学部卒業の為の教養科目の基

教育の意義について検討する。　　　　　　　　　　　　礎要件とされていた。しかし、設置基準に置けるその

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縛りが外れた現状の大阪大学では「専門教育系科目」

唱．大阪大学における「共通教育」　　　　　　　　　を除けば、旧教養系の科目の必修単位数は26～40単位、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均約32単位であるユ。

　大阪大学においては「全学共通教育」として、「共　　　新潟大学では全学共通で30単位とされているが、例

通教育系科目」と「専門教育系科目」を提供している　　　えば法学部を見ると、必修科目のリーガルスタディ1・

が、後者は厳密には「専門教育」に該当するので、前　　　IIを大阪大学の「専門基礎教育科目」にあたるもの

者について検討する（資料2参照）。　　　　　　　　　　と看倣すと、言語系6単位、一般科目20単位の計26単

　大阪大学では、平成3年7月の大綱化以前の大学設　　位となり、大阪大学よりやや少ない。

置基準19条の、「大学で開設すべき授業科目は、その

内容により、一般教育科目、外国語科目、保健体育科　　2．情報リテラシー教育の位置

目、及び専門科目に分ける。」という枠組みを継承し

つつ改革が行われた。何度かの手直しがあったが、現　　　さて、こうした教養教育改革の流れの中で、所謂「情

在は以下のような状態である。　　　　　　　　　　　　報教育」が位置づけられたのではあるが、情報教育は、

（の　教養教育科目：旧設置基準時代の「一般教育科目」　　「情報科学」や「情報学」入門ではなく、あくまで「外

　にあたるが、それに多くみられた、「人文、社会、　　国語」や「保健体育」と同様なスキル科目として位置

　自然」等の分野別ではなく、「基礎教養、現代教養、　　づけられた2。

　国際教養、先端教養」という目的別、機能別の分類　　　　つまり、「情報科学」や「情報学」の入門教養科目

　が行われている。　　　　　　　　　　　　　　　　　は旧大学設置基準でいう「一般教育科目」として開講

（2）言語・情報教育科目：内容の改善はともかく、言　　すればよいのであって、ある意味一般講義室での講義

　語系は形式的にはほぼ旧設置基準時代と同様である。　でもよいわけである。

　ただし、ここに「情報教育科目」が新規参入してい　　　この点は非常に重要な点であって、教養教育におけ

　る点が特徴的である。　　　　　　　　　　　　　　る情報教育は、スキルのための実技科目であることが

（3）基礎セミナー：旧設置基準下においては、一般教

　育科目のアドバンスドコースとして2年次に置かれ

　ていた様な少人数のセミナー形式の授業が、大綱化　　　1もっとも、大綱化以降、一般的に教養科目の必修単位数

　以降はむしろ1年次向けのものとしてスピンアウト　　は20％程度減少しているのが通例の様である・（杉谷祐美

轟繕雛セミナー翻各学部のlll翻鍵響欝蝦塾
（4）健康・スポーツ教育科目：言語系と同様・内容は　　高等教育と生涯学習一14』2006年、25頁。
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コア（新潟大学でいえば01、02科目）であって、ここ　　　（e）プレゼン：（7）

を疎かにして、情報科学教育に走るのは本末転倒であ　　　（f）HTML　l（8）

るという事である。大学設置基準に引きつけて言えば、　　（9）情報倫理1（3）

情報教育はまず、「総合的な判断力を培」う、スキル

養成科目としての「情報リテラシー」科目であり、「幅　　　操作技能から見ればこれらは従来の情報リテラシー

広く深い教養」に位置づけられる、「情報（科）学教育」　　教育と大差ない。しかし、リテラシーの習得そのもの

は二の次であるという事である。（必修でなければ問　　が目標なのではなく、「大学における、学習、研究の

題はないが。）　　　　　　　　　　　　　　　　　為の情報リテラシーの育成」が目標となっており、リ

　例えば、外国語科目の英語において、英語のRWLS　　テラシーはあくまでその手段となっていることが重要

スキルを無視し、言語学や英語学の理論的基礎をやさ　　である。すなわち、同じ操作技能訓練を行うにしても、

しく日本語で講義する、というのは考えられないであ　　マテリアルが大学教育に標準を置いた高度なものでな

ろう。そうした講義は外国語科目ではなく、旧設置基　　ければならないという事である。これを実現する手段

準でいう「一般教育科目」の「言語学入門」とか「英　　として、一つは早稲田大学の様に学部共通を前提とし

語学」といった科目にあたるものと考えるべきであろ　　ながらマテリアルを高度化する方策があるが、学部学

う。（体育系科目も同様。）　　　　　　　　　　　　　科や教職課程などの専門の内容にシフトしたマテリア

　しかし情報リテラシー教育に関しては、操作スキル　　ルを取扱うという方策もある4。大阪大学の情報リテ

教育への批判が強い。これは、現状の情報リテラシー　　ラシー科目である「情報活用基礎」は後者の傾向が強

教育が、単純な操作訓練に過ぎない事に大きな原因が　　い。

ある。それに対し、アカデミックリテラシーに基づく　　　この点で言えば、例えば単なる英語ネイティブが、

改善案を以下に示す。　　　　　　　　　　　　　　　　そのまま良い英語教師になれない（名選手必ずしも名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コーチならず）のと同様、技能を教えるにしても、各

3．アカデミックリテラシーにおけるPCスキル　　学部学科の専門内容への一定程度の理解が、教える側

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に必要であって、外国語教育と同じく、使えるから教

　早稲田大学提唱で普及しつつあるアカデミックリテ　　えられるといったものではない事は重要であろう。

ラシー3は、以下の内容から構成されている。

　（1）PCの扱い方　　　　　　　　　　　　　　　　　4．具体的提言

　（2）ネットワークの基礎理解

　く3）情報倫理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上の様に、PCスキルは学士課程におけるアカデ

　（4）情報、文献検索　　　　　　　　　　　　　　　　ミックリテラシー（スタディスキルズ）として必須の

　（5）データ分析［統計処理］　　　　　　　　　　　　　ものであって、これを有しない学生に対しては、早い

　（6）論文作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時期で訓練すべき内容である。

　（7）プレゼンテーション　　　　　　　　　　　　　　もっとも2003年以降、高校でも「情報」科が始まり、

　〈8）Web発信　　　　　　　　　　　　　　　　　　学生によっては技能教育が不要という場合もあるであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろう。

　以上の内容からも明らかなように、これらは、従来　　　以上の様な現状から、以下を提言する。

「情報リテラシー」と言われてきたものを、「大学にお　　（D　大学で開講する場合

ける学習、研究」という目標から見直したものであり、　　・アカデミックリテラシーを意識したPC技能教育

操作技能から再構成すると、以下の様になる。（：の　　　　を施す。

右は、上記アカデミックリテラシーの内容。）　　　　　　　・PC技能教育は、卒業単位として認めてもいいが、

　（a）OSの利用：（1）、（2）　　　　　　　　　　　　　　　必修は外す。

　〈b）Webブラウザ：（4）　　　　　　　　　　　　　　（2）大学では開講しない場合

　（c）ワープロ1（6）　　　　　　　　　　　　　　　　・PC技能教育は業者に任せ、「情報教育」という

　（d）表計算［統計ソフト］：（5）　　　　　　　　　　　　　科目分野は廃止する（私立D大学方式）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・PC技能テストを業者に行わせ、科目によっては、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これに合格しなければ履修を認めない事を明確に
3「2009年度早稲田大学メディアネットワークセンター『ア　　　　示す（私立A大学方式）。

カデミックリテラシー』テキスト」
（http：／／wwwdecode．wased乱acjp／mnbun／）

デ轄蕨濁嬬篇縞騙篇鑑緬奏・そうした鮨か嚇が繍た教科書とし轍糖
松浦好治編著『法情報学一ネットワーク時代の法学入門（第　　　程を意識したものではあるが・『教職基礎ト情報機器の操作』

2版補訂版）』2006年、125－133頁、参照。）　　　　　　　　2005年・コロナ社・がある・
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おわりに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料慣「新潟大学の分野・水準表示法」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全国のほとんどの大学の授業科目は、教養科目と専

　大阪大学の共通教育「情報教育カリキュラム委員」　　門科目という二つの区分に分かれていて、……。新潟

等に携わってきたが、所謂「情報リテラシー」科目が　　大学では、この垣根を取り払い、他の学部が専門とす

ほとんどの学部で必修なのは良くないと思っている。　　る授業科目でも、自由に選択し履修することが出来る

その理由は以下の通りである。　　　　　　　　　　　「全学科目」という統一的な区分にまとめました。

（1）既に情報リテラシーを習得している学生は、他の　　……。

　科目を履修した方が、「幅広く深い教養及び総合的　　　水準コードは10の位、1の位それぞれに意味を持っ

　な判断力を培」かえる。　　　　　　　　　　　　　　ています。10の位はその授業科目を聴講できる対象者、

（2）リメディアルとして必要な学生には、学習チャン　　1の位は授業科目の学問水準をそれぞれ示しており、

　スを与えさえすれば良いのであって、単位を発行す　　コードの意味は下表のようになります。

　る必要はない。

全学の学生を受け入れることが可能な科目

当該学部（学科）の学生に限られる科目

教員免許など資格に関わる科目

1の位の数字

1
大学学習法など、大学での学習を円滑にするた

ﾟのもの

2
高等学校との接続を意識した水準（リメディア

求j

3 通常の大学の基礎的水準

4 専門の中核的水準

5 発展的内容の科目で大学院との接続水準
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資料2r大阪大学の教養教育」

幅広い領域をさまざまな視点で。全学共通教育

「畢

暴

羅

臨講　諜鷺響鐵蕪騨灘馨蟻獄難騨謝欝響

　　　　　　　　　　　　　　　　　◎文・理票⑳憲門盛分野歓お｛ツ箱基礎的な内容がギ入門Jr癒楚麹数獲3お」蕊いは　　嚢
　　麟　　　　　⑬墓鍵教獲科麹　　　　　ヂ懸考力」⑳餐窺という綴点からわかりやずく講義され、餐領域におけ愚纂礎的

慧　嚢　　　　　　　　　　　な鱗識とその籏號の憲義を学びま篤

総欝灘羅…獺　鷺蕪馨1欝懲欝灘礁魏k朧
ザ　ヒ、　　ヒ㌔へ“‘、　㌔＼年へ　、㌔睾㌔、、　㍉嚇㊥唱噛、昏㌦、　㌔＼

灘雛灘総欝騰ll難藁懲響灘鵜

窯叢灘欝1灘憲難綾醤羅嚢譲艶豊2多と誌鑑鶴麟纒譲魏講欝警

総磯灘§継1罫　　　　　　鰻叢糊難（大鞠・ふ鋤暎文騨雛力撚嘆購
糠麟垂謎熱　　　騨国誘蕪難轟謝　㊧巌ン鑛成備

窓漂罫黙蕊轍ざ識藁藁ミ

噌

ぜ　　ザ　　　ヒヘ　ヒ　　　　　　　もヘ　　　　　ヒ　　ぬへ　の

鼠こきぐ養巽・、馬蝋1　　　　　　　選搬露語◎授業総・薦総ギリシヤ臨ラテン語簿
く　　　、、　、‘　＾　　甘　＼　　　　　“几　＼　　　へ　苧毛＾｛

il叢翻1蘇曝醗鵬麟翼第麟鰻業獺暖鷲論響弱躍訊イ蠣

δ　　》＼尺ピ・：さ：掌1芸

ヒ　　れヒ　くリ　　ルウ　　ヘ　ビ　　ハ　　　　も　　く

黙・》＾◎’こ、ご㌃＼憲へ∵　撃

∴＼＼i∴ざ愚∵矧、こ　　　　　特別外鐵語畷榮科自…スワヒリ語・モンゴノ騰ビルマ臨ト，繍談等多数

菰

蒙蹴醤ゴ1濠嚇騰舗騰犠鍵馨聾鵯纏繍熱灘学罵灘と
　ぐ　ψ　　　㌔k　、ホ㍉廿　㌔“　　年輝、　　尊　　｝曳く甘

簸灘領囎；。購学セミナ弘文灘・ナ撒騰こども醗溺イエンス嚇鞭鰯

総議総溝轟諜響蕊灘講識雛憲霧獅㈱囎徽゜ケッ騰

i懸敬鐘旗褥～髄鰍跡齪した弊マ購畿・て似燦囎賂徽離磯鎌艘を轍傭繍
；議稼曝藤欝§1蒙：1；灘7・響甕のたδ拗蕪本麹な態震を習響す碇と1訟な犠掌習慧欲と麟遣識登喚趨糠凱

羅纒，蕪懸“灘螺膿婁鰹讐饗朧鎗鍵；羅響鐸蹴朧力を蹴鉱ぞ㈱の糊

蝉憾無懸欝i款鞭蔓1犠麗O擾業轡園・・ス承一ツ婁鷲A・ス承一ツ繕挙・健康窮学災習へ健醸興歎スポーツ鍵響呂

鎌鍵　灘露ら蠣麹翻藏鉱紛繍蹴　　　⇒　　　　　　　　’
雛澱鎌灘麟ξ濾舗蕪蝉識め纏醜敵謝翻麟尊炉撫腿鱗聡雛綱翻靴熱

灘灘羅蟻離囎瓢騨物膿馴騨鎌蜘戦験騨鎌鱒学鍵馳ど

難

憲夢襟難鷺i霧磯　　欝臓竣に憲結夢愚耕覇．
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